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水　田　畦畔雑草防　除　試験

工藤　富夫　・　古川　栄一

（青森県農試）

1．　ま　え　が　き

近年ますます水田の大規模化と省力化が望まれ，瞳

畔雑草についても草刈機が2～5毯開発されている訳

であるが，除草剤によって瞳畔雑草の過繁茂を防除し

ょうと試みた。本年もまだ試験中であり，土壌の種類

と瞳畔強皮，瞳畔の高さと殺革効果など軽々の疑問点

は残っているが試験開始後5年目であり，除草剤の敷

革効果および残効性，選択性と稲体への薬告，温度と

殺革傾向，除草剤の薬丑と畦畔強度等を検討したので

その結果を報告する。

2．　試．験　方　法

田和42年から試験を開始し，翌45年とでもって

除草剤の殺茸効果および残効，稲体への薬害を主体に

調査を行なった。苗の移植期は5月19日（42年），

5月18日（45年），除草剤の処理時期は7月12

日（42年），7月17日（45年）で睦畔際5条の

稲体にも畦畔と同丑の築造を散布した。供試品種は圃

場の関係上，・陸稲の清野1号，オイラ七（一部）を使

用し，・柄式亭押加圧噴霧器で処理した。

昭和44年度の試験設計は次のとおりである。

1．処理月日

（1）田植前処理　5月12日

（2）田植後処理　7月5日，　7月14日

2．供試苗

・田植前処理　4月9日播トソネル折衷苗代

（薬剤で異なる）　農林22号　　水野黒桔

4月17日播　畑苗代

レイメイ

・田植後処理　7月17日播　畑百代

レイメイ，ムツミノリ，サカキ

モチ

5．移槌月日　　5月25日

4．供試薬剤（※印は田植前処理のみ）

（1）非ホルモン接触型

グラモキソソ液剤，※レグロックス液剤

D C p A乳剤，デシコーン水溶剤

（2）非ホ′レモソ移行塾

スユップ水和剤，　カーメックス水和剤

ロワックス水和剤，■ハイパーⅩ水和剤

※ダウポソフト溶剤，　A TA水和剤

※カリアトー′レ水溶剤，ポミカ′レ水和剤

※キ′レジソ水溶剤

これらの外にSK452乳剤，M＆85097乳剤，AS

52液剤をも未年7月から試験検討中

5．1区面積　　田植前処理　47㌦

田植後処理1〝㌔

占．散布器具

柄式亭押加圧噴窃器

噴口（改良噴口，Teejot，Para・

い・：こ1

5．　試．験　結　果

本年は田植当時の例年にない低温と致風，さらにそ

の後の低温のために移植首の活着が遅れ代枯の被害も

著しく，畦畔除草剤の田植前処理の移植首に対する薬

害（畦畔際1．5刑に畦畔と同畳の薬丑を散布）の判定

は困難であったが，低温下における除草剤の殺葺効果

と残効期間の判別には好都合であった。試験圃場の土

塊は沖積の灰褐色埴壌土であり，おもな雑草は場所に

ょって多少異なるが，イネ科ではノビェ，シ′ミ類，オ

オアワガエリ，スズメノチッポウ，広葉椎茸ではチド

メグサ，クローノ、，ミゾソバ，タデ，セリ，ヨモギ，

オオバコ，ギシギシ，アメリカ七ソダソグサl　カヤツ

リグサ，スギナ等である。

1．殺葺効果と残効性

各除草剤の適宜と思われるa当りの製品丑と敷革効

果の動向および稲体に散布した場合の薬害の状態を示

したのが第1回である。温度によってもかなり左右さ

れる薬剤もあり，図中mは日平均気温20℃前後，同

じくhは25℃前後，且は15℃前後の温度鋸件下で

の結果であり，条件を付記していない薬剤は温度にあ

まり影響されないことを意味する。接触型のグラモキ
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グラモキソン液　20

レグロックス液　40

D C P A　乳200

スエ　ッ　プ水和400

カーメックス水和　30

ロロックス水和　30

ハイパーX水和　20

ダウボ　ン水溶200

A T A　水　和　30

カリアトール水溶100

ポ　ミ　カ　ル水和　40

キルジン水溶100

後　薬害程度
××　枯死
××　～溶解

○　褐点程度

二ヾ
△」○′裏梅大

△一〇

×　出穂なし

△一×　菓栢大、出穂
×　　　2～3割

△－×

×

10　20　30　40　50　60

処理後の日数

第1図　　殺草効果の動向及び薬草程度

ソソ液剤，レクロックス液剤は処理後5～5日で効果

の極限に達しほとんど仝雑草の地上部を枯死させるが

20日前後で再生し残効が短い。エーCI）A乳剤は相当

の薬畳でも効果が少ない。移行型ではスェップ水和剤，

カーメックス水和剤，Pbックス水和剤と稲に薬告の

少ないものは20～25℃の高温で効果が発現し，致効

期間も短い。同じ移行型でもATA水和剤やその混合

剤であるカリアトール水溶剤，キ′レジン水浴剤は低温

でも効果があり残効性もやや長いが，稲体に薬剤が飛

散した場合薬害が大きい。ハイ′く－Ⅹ水和札　ポミカ

ル水和剤は温度に極端には左右されず，あらゆる雑草

に効果が大きく，残効期間も長いが，ATA水和剤等

と同様菜告がやや大きく，効果が発現し最高に達する

まで10日から2週間を零する。ダウボン水溶剤は草

丈の長いイネ科の椎茸にのみ効果があるという尭択性

があり残効も非常に長く，クローノミ・チドメタサなど

稲の生育に影響しない雑草は鼓すという点で睦畔強圧

の維持の面からも注目されるものと思われる。

2・積算気温と敷革傾向

温皮条件と殺葺効果についてはすでに述べたが，供

試薬剤の巾で尿素系（。ロックス水和軋　カーメック

ス水和剤）とトリアゾー′レ系（ATA水和剤，カリア

トー′レ水溶剤）除草剤に温度差による影響が顕著に認

められた。処理後10日間の平均q算気温を基準とし

た場合，尿素系については140℃では，処理後10日

目，50日目とも効果が少なく，250℃では10日目

で殺草率にして占D～70％，50日目でも50～70％
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第2図　　積算気温と敷革傾向

を維持し高温で効果があることが認められ，また，カ

‾メックス水和剤は致効性から言って180℃以上で除

草効果が大きいものと思われる。トリアゾー′レ系につ

いては2占0℃では10日目で殺葺率70～85％を京す

が50日目で10％前後と残効力が極度に劣り，140℃

では連に50％程度から50日目に80～85％に除草

効果が増大し残効期間が長くなる。この結果と生育中

では稲に対する飛散薬害の大きい点から，トリアプー

ル系除草剤は田植前処理としての有望薬剤である。

なお理想的な殺草率は睦畔崩壊防止の面からも考慮

して70～80％が望ましくチドメグサ，クローノミ，オ

オバコなど小葉椎茸がある程度残ることである。

5．薬再程度
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直接問題となるのは田植後，稲の生育期間中に処理

する場合であるが，無風の日を選び極力稲体に飛散し

ないよう注意しなければならない。稲に飛散した場合

を想定し瞳畔と同畳を処理した結果では，グラモキソ

ソ20，レグロックス50，ダウボン200，カリアト

ール100，キ′レジン100（a当り製品畳，g又はc c）

等は枯死から不時出穂で田植後処理は不適当と思われ

る。毅も薬害の少ないのはD C PA乳剤．スエップ水和

剤で茎葉に褐点が出る程度であるが効果が劣る。田植

後処理には薬害の最も少ない時期と思われる幼穂形成

期以前の気象条件から考慮して尿素系のカーメックス

およびロロックス水和剤が比較的効果も大きく，薬害

も少なく適当である。殺草効果が大きく使用丘によっ

ては比腰的薬害の少ないものとしてハイ′て－Ⅹ水和剤，

ポミカル水和剤があるが′・イバーⅩは50㌢，ポミカ

／レは40㌢がa当りの使用限界畳と思われる。薬害に

対する品種間の抵抗性差異としては清野1号がロロッ

クスに対し他の水稲晶暁に比載して強く，トリアゾー

ル系に対し水稲晶琶（レイメイ，ムツミノリ，サカキ

モチ）間においてはレイメイが若干弓削・ように思われ

た。稲体への飛散を防止する目的で扇状に噴出する2

～5の改良噴口試験をした結果では，teOjot　が噴

出角度，出水丑とも適当であった。田植前処理の移植

苗に対する影響の判定は前述のとおり困難であったが，

その後の生育の回復状況，シャーレー試験等から判断

して，湛水代掻後の移植苛に対して，薬剤間の薬害の

差はないものと思われた。しかし，キルジソ水溶剤

200才，ダウポソ水溶剤400才，ATA水和剤如才，

カリアトール水溶剤200㌢が使用限界盈（a当り製品

盈）と思われ，処理面積を拡大した際の睦畔際の薬害

をさらに検討する必要がある。

4．睦畔強度

第5図　　睦　畔　強　度

除草剤処理後45日目にS RⅡ型の土壌硬度計で，

瞳畔の端から10（刊と20cmの場所数点について，睦畔

が崩壊する瞬間の重丑（Ky）を測定Lc戎当りで表わし

たのが第5図である。線は測定値の範囲を示し○印が

それぞれの平均値である。瑞から10の花の結果では無

処理や接触型除草剤4．5鞄／C崩で崩れるのに対し，移

行塾のダウポソ水浴剤400才，ポミカル水和剤40㌢，

ATA水和剤50才，ハイノミ－Ⅹ水和剤50才等が5．0

～5．5Ⅹダ／ぐ滋とやや低く，最も移行性の大きいキルジ

ソ水溶剤が100才でも2．2Kク／C〝…とおよそ半分の圧力

で崩壊した。端から20cmの湘定ではほとんどが5．5

Kダ／最に平均されるのに対し，キルジソは4．5Kダ／C崩

と1Kg／ぷ程度低い結果であった。使用した瞳畔の高

さは55～40m，幅は40～50の乃である。

4．　む　　　す　　　び

1．睦畔除草剤の田植前処理用としては稲に対し薬

告の危険性が少ないので猿効が長く，極度に畦畔を軟

弱にすることなく，睦畔雑草の過繁茂を長期間抑制す

るものが望ましく，次の除草剤が田植前処理剤として

有望と考えられる。

ダウポソ水溶剤〔D PA　85％〕200～400才

′、イバーⅩ水和剤〔　　　80％〕　5口～　50才

がミカル水和剤し芸。忘芸…；：…芸〕40～80才

ヵリアトル水和剤〔‡．三三。三三芸〕100～200才

A T A水和剤〔　　　98％〕　50－　°0才

キ′レジソ水溶剤〔‡．言1，。DPA〕…～2DO才

グラモキソソ液　剤【　　　24％〕　20～　40才

（大型雑草札　移行型との混合用にも適当，

粟畳はいずれもa当り製品丑）

2．田植後の処理剤としては作物に飛散した場合，

薬告が少なく椎茸も抑制するという条件に従って次の

ものが有望と思われる。

カーメックス水和剤〔つ（‖止u　40％〕50－50才

ハイパーⅩ水和剤〔　　　80％〕20～50才

ポミカ′レ水和剤〔芸。崇…；二≡芝目0～40才

ロロックス水和剤〔　　　50％〕50～50才

なお，畦畔の高低や水田の落差によって没革効果が

異なり，畦畔が低く碓革に対する給水丑が増大するこ

とによって殺草効果が劣る点，水稲の生育時期と処理時

期，処理丑，葺唾などについても今後さらに検討を要する。


